
 

 

  

安全なまちづくり協議会 

安全都市研究部会 

令和３年度 事業報告書 

警察等と連携した地域の防犯診断の実施及び研究  

 



 

１ 目的について 

  これまで市や警察は、防犯力を向上させるため、地域における参加体験型の防犯教室の 

開催や防犯カメラ設置の支援など様々な取組を実施してきた。 

こうした取組について、さらに地域の防犯力を向上させていくためには、市や警察のほ

か、地域住民や事業者等が主体となって、防犯上の危険箇所などを改善していく「防犯環

境の改善」や、自分の身は自分で守る活動をしていく「自主防犯活動」を促進することが

重要であるため、地域の防犯について研究した。   

 

２ 実施内容について 

  市、警察、防犯診断の専門家、地域住民とまちを巡り、まちの危険箇所な 

どを確認及び分析するとともに、対策を検討するまちの防犯診断を実施し 

た。 

⑴ 実施日時 

  令和３年 10月 27日（水）14時から 17時まで 

 

⑵ 参加者 

   春日井市、春日井警察署、愛知県セルフガード協会、高座校区防犯協会 

 

⑶ 実施地区 

    春日井市高座校区内の次の①～⑥の箇所において実施した。 
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⑷ 実施結果 

 ①－１ 霜畑公園の南側 

      

 

 

 

  

        

 

 

①－２ 前浪公園公衆トイレ 

 

 

 

 

 

 

 

①－３ 庄内川沿い道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

・道路から公園で遊んでいる子どもの様子が

見えない 

・街路灯がないため、夜間は暗くなり、危険

である  

対策 
・公園内に防犯灯を設置する 

・「防犯カメラ作動中」等の啓発看板を公園のフェンスに設置する  

現状 

・周囲からの人の目が少なく、子ども等の連れ

込みが懸念される  

 

対策 
・公衆トイレ方向に防犯カメラを設置する 

・「防犯カメラ作動中」等の啓発看板を設置する  

現状 

・防犯灯は設置されているが、遊歩道の人の 

目が少ないため、不審者等の出没が懸念さ 

れる  

 

対策 
・周辺に防犯カメラを設置する 

・「防犯カメラ作動中」等の啓発看板を設置する 

①－１ 

①－２ ①－３ 



 

②－１ 前原公園の南東側 

      

 

 

 

  

        

 

 

 

②－２ 前原公園公衆トイレ及び出入口 

 

 

 

 

 

 

 

③－１ 高蔵寺７丁目地下道（ＪＲ中央本線、愛知環状線の線路下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

・道路から公園で遊んでいる子どもの様子が

見えない 

・街路灯がないため、夜間は暗くなり、危険

である  

・路上駐車による不審車両の滞留が懸念され

る 

対策 
・公園の南東に防犯灯を設置する 

・「防犯カメラ作動中」等の啓発看板を設置する 

現状 

・公園内の防犯カメラの設置位置が的確でない  

・公衆トイレの防犯対策がないため、子ども等

の連れ込みが懸念される 

対策 
・公園の西側に防犯カメラを増設する 

・「防犯カメラ作動中」等の啓発看板を設置する 

現状 

・警報サイレンや非常押しボタン、証明は設置 

されているが、壁に囲まれ、人の目がない  

対策 

・地下道の出入口に防犯カメラを設置する 

・「防犯カメラ作動中」等の啓発看板を設置する 

・帰宅や下校の時間帯に防犯パトロールを実施する 

②－１ 

②－２ 

③－１ 



 

④－１ 高蔵寺北第３自転車バイク駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

④－２ 高蔵寺入口 

 

 

 

 

 

 

 

④－３ 宮下児童遊園 

 

 

 

 

 

 

 

④－４ 高座町住宅街入口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

・駐車している自転車の盗難対策が不十分であ 

 る 

・人の目が少ないため、盗難対策をする必要が 

ある  

対策 
・駐車場に防犯カメラを設置する 

・「ツーロックをしましょう」等の啓発看板を設置する 

現状 

・街路灯がないため、夜間は暗くなり、危険で 

ある 

対策 
・高蔵寺の出入口付近に防犯灯を設置する 

・「防犯パトロール強化中」等の啓発看板を設置する 

現状 

・人の目が少ないため、不審者等の出没が懸念

される  

・隣接する駐車場は誰でも自由に入れるため、  

不審車両の滞留が懸念される 

対策 
・駐車場に防犯カメラを設置する 

・「ツーロックをしましょう」等の啓発看板を設置する 

現状 

・人の目が少なく、住宅街で侵入窃盗の被害が

あったこともある 

対策 
・入口付近に防犯カメラを設置する 

・「防犯パトロール強化中」の啓発看板を設置する 

④－１ 

④－２ 
④－３ 

④－４ 



 

⑤－１ 高蔵寺町北４丁目地下通路 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥－１ 新池公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

・高座小学校の通学路として利用されている

が、壁に囲まれ、人の目がない 

・地下通路の照明の点灯速度が遅い 

・回転灯や警報ベルが目立たない 

対策 

・地下通路の出入口に向け、防犯カメラを設置する 

・地下通路の照明の照度センサーを移設し。点灯速度を速める 

・回転灯や警報ベルを目立つ位置に移設する 

現状 

・防犯灯がないため、夜間は暗くなり、危険で 

ある 

・人の目が少ないため、不審者等の出没が懸念 

される 

対策 
・遊歩道に防犯灯を設置する 

・「防犯パトロール強化中」等の啓発看板を設置する 

⑤－１ 

⑥－１ 



 

３ 今後の取組について 

今回の防犯診断により、当地域の防犯力を向上させるためには、犯罪者が地域に入り

にくく、周囲から見えやすくすることが必要であり、次のような対策が効果的であると

考えられる。これらの対策については、市や警察、地域住民、事業者等が様々な方面か

らできることを、状況に応じて進めていくことが重要である。 

 

防犯環境の改善 

防犯設備（防犯カメラ、防犯灯など） 

の設置または既存の防犯設備の移 

設 

 

啓発看板（防犯カメラ設置、防犯パト

ロール実施中）の設置 

 

 

自主防犯活動 
防犯パトロールの実施または防犯パ

トロールの時間帯やルートの見直し 

 

 


